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◆例　会　場／東山荘（記念館）�

◆開 会 点 鐘／１２：３０�

◆ロータリーソング／四つのテスト�

◆内　　　容／富士スピードウェイの将来�
　　　　　　　　　　　　取締役　坂本　佑様�

　先週の夜間例会（観月会）には

大勢の皆様にご出席頂き誠に有

り難うございました。親睦活動

委員会の皆さんのご尽力で、最後まで親睦の輪を

広げて頂き、重ねてお礼申し上げます。さて、地

区行事と位置付けされた１１月２７日のビチャイ・ラタ

クルＲＩ会長の第２６２０地区及び米山梅吉記念館公

式訪問が近付いてまいりました。中野Ｇが委員長

の歓迎実行委員会を立ち上げ、８・９月各一回の委

員会を開催し、御殿場ＲＣは三島西・裾野ＲＣと記

念講演会場の担当となっています。当日のＲＩ会

長のスケジュールは、１３：００～１４：００米山記念館（第

１会場）で歓迎セレモニー・墓参、１４：３０～１６：００東

レ研修センター講堂（第２会場）にて記念講演、�

１７：００～１９：００みしまプラザホテル（第３会場）にて

懇親会です。ここで浮上したのが、第２分区は移

動例会ということです。但し、例会セレモニーは

行わず、３会場のいずれかに出れば出席と認め、

この件について理事会の承認を得るようにと仲田

Ｇ補佐から通知がきました。先般の理事会で協議し、

諸々の意見がありましたが、ＲＩ会長の来訪とい

う記念すべき出来事を素直に歓迎しようとのこと

で承認しました。なお、当Ｃとしては、第２会場

の記念講演会を例会扱い、他の２会場への出席は

メイクアップ扱いとし、交通手段は各自にお任せ

することとしました。皆様には２８日の例会を２７日

に変更ということで、大変ご迷惑をお掛けしますが、

何卒ご了承下さいますようお願い致します。�

　今月は米山月間です。米山梅吉氏が逝去された

６年後の１９５２年、東京ＲＣが、氏の功績を記念して

日本で学ぶ外国人留学生に奨学金を支給する制度

を設定し、１９５３年から「米山基金」と称し募金を始

め、今年で５０年の歴史を刻んでいます。１９６７年に

財団法人Ｒ米山記念奨学会の設立許可を取得し、ま

た世話クラブ制度、カウンセラー制度を設定して

事業を発展させ、留学生数増加の対応策としては�

２００１年から大学推薦制度を実施しています。現在

奨学生数は年間１０００人、その経費は約２０億円が必

要とされ、奨学生の累計は１０，８５４人となっています。�
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◆会 員 慶 事�

・皆出席（連続出席）�
　10月24日　井口　修一君（１１年間）�

・夫人誕生日�
　10月24日　豊山　徹也君  ご夫人  洋　子様�

●●●次回10月31日の例会：１７６６回　１８：３０点鐘　ホテル御殿場館●●●�

�

会長挨拶�
会　長　内海　宣彦�



○例会日/木曜日�

○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/�

○会　　　長/内海　宣彦�

○幹　　　事/滝口　喜徳�

○会報委員長/渡邊　俊彦�

前回の出席報告�

○先週の観月会、皆様ご苦労様でした。親睦活動委員会の皆様にお礼申し
　上げます。　内海宣彦君、滝口喜徳君       �

○第14回御殿場市社会福祉大会に際し、山口幸男君、田代博久君、勝又
　誠君に、また、山崎恭夫君には1年余にわたって評議員としてお世話に
　なり、ありがとうございました。　水口正宏君       �

○先週の観月会には会員多数の出席をいただき成功裏に終了しました。
　ありがとうございました。　親睦活動委員会一同       　�

○先週の観月会では当店をご利用いただき大変ありがとうございました。
　斉藤礼志君       �

○生野さん、8月18日富士山一斉清掃の写真ありがとうございました。　
　出席者一同       

１０月１７日のスマイル�

会員数� 出席数�暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６１名� ５８名�４７名�８１.０３％�９８.２８％�

『地上には平和を。すべての人 に々善意を。』�

●欠席者（１１名）�
林　　準君・井口　修一君・石田　恩君・梶原一正君�

神谷高義君・望月　茂君・村上不二哉君・根上陽一君�

岡本隆典君・渡辺剛康君・渡邊俊彦君�

●●●10月は職業奉仕月間・米山月間です ●●●�

●メーキャップ（６名）�
　井口　修一君　10月 1日　沼津北�

　神谷　高義君　10月 4日　裾　野�

　村上不二哉君　10月 4日　裾　野�

　岡本　隆典君　10月 7日　沼津北�

　鈴木　崇司君　10月 9日　長　泉�

　大森　清治君　10月11日　沼　津�

米山月間に因んで�
勝間田　豪亮�

大学推薦とカウンセラー制度�

１９９９年、変化する時代に適し

た目的・使命の再確認と制度の改編を図るため、

米山奨学事業基礎調査（以下「基礎調査」と表記）

を行いました。基礎調査によるアンケート結果は、

理事会、評議員会、地区米山奨学委員長セミナー

および委員会等で検討されました。そして、これ

ら多くのロータリアンの意見や提案に沿って、２００

２年度からの制度改編、奨学生募集と採用、寄付金

増進等の具体的方針と、計画が作られました。�

　改めて認識され掲げられた目的―それは「米山

奨学事業は、ロータリーの理想とする国際理解と

親善を深めるために優秀な留学生を支援し、世界

平和の創造と維持に貢献する」ということです。ロー

タリアンの議論はさらに、「どのような“優秀さ”

をもちあわせた奨学生を望むのか」という点にま

で深められ、その結果、日本のロータリーが国際

奨学事業に取り組む意義と使命が具体的に浮かび

上がってきました。�

�

期待される奨学生像�

基礎調査では、「優秀性」について、ロータリア

ンがどのような認識をもって学生を評価している

かを探ることを試みました。その結果、「学業」

の優秀さに加えて「コミュニケーション能力」を、

また「母国の発展」に加えて「国際社会での活躍」

を望んでいる点が認められました。�

　なお、「母国の発展」に貢献するという点に、

依然強い関心が示されていますが、地球市民社会

の到来と言われる今日では「母国に限らず国際社

会で活躍する」ことへの期待が大きくなっている

ことも事実です。ロータリー精神に触れた奨学生

が将来、母国に限らず国際社会で平和の創造と維

持に貢献することが望まれます。�


